
（別紙３）

～ 2025年　2月　22日

（対象者数） 2 （回答者数） 0

～ 2025年　2月　22日

（対象者数） 10 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 利用者発案のイベントの機会を増やすことも検討したい

2
保護者と職員のコミュニケーションの機会を増やせるような

イベントなどを検討したい

3 業務記録の確度を上げ、情報の具体化、明確化に努める

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
支援スペースの確保のために、プログラムの実施時間を分け

る等を検討する

2 家族、本人のニーズを把握し、要望に応じて実施したい

3 地域と交流できるイベントなどに参加する

支援スペースの確保 利用人数の多い日のスペースの分散ができていない時がある

ペアレントトレーニング 家庭でのトレーニングが利用者の負担増にならないか

地域連携 地域住民との交流機会がないこと

保護者との情報共有、意見交換

些細なことでも子供の様子を保護者と共有しあいながら、業務

の改善をしている。

公式ラインアカウントを用いて、連絡をとりやすい体制を作っ

ている。

職員間の情報共有、意見交換

常勤職員、非常勤職員ともに利用者との関わりや日常の話を密

にしており、連携が取れていると感じる。

定例会議に加え、１on１を定期的に実施し、意見を積極的に

求めている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用者の自主性の尊重
本人主体の支援を心がけ、ヒアリングを積極的に行っている。

人権にまつわる研修を実施している。

○事業所名 げんきステップ横川

○保護者評価実施期間
2025年　2月　13日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年　2月　13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


